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熊本県山都町議会

3月定例会

第44号
議会だより

山都町議会は、ロシアによるウクライナ侵攻に対し
強く抗議する決議文を採択しました

世界の平和が一日も早く訪れますように



3月定例会
　令和４年第１回定例会は、３月3日に開会し１５
日に閉会しました。条例の制定や改正７件、補正
予算７件、当初予算８件、その他町財産貸付や
町有林処分などを審議し全議案可決しました。
教育委員の任命を全会一致で同意しました。

　令和4年度一般会計予算は、総額136億7,000万円としました。令和3年度災害復
旧費、新型コロナウイルス対策事業、ＳＤＧｓ推進事業、総合体育館建設、道の駅整備事業な
ど、昨年度比115％の予算となりました。

費　目 金額（千円）

議会費 93,793

総務費 1,572,573

民生費 3,206,378

衛生費 1,181,655

農林水産費 1,221,462

商工費 655,540

土木費 1,347,537

費　目 金額（千円）

消防費 374,685

教育費 1,828,770

災害復旧費 947,962

公債費 902,526

諸支出金 307,119

予備費 30,000

合計 13,670,000

令和4年度一般会計予算費目別円グラフ
議会費 1%

総務費 11%

民生費
23%

衛生費
9%農林水産費 9%

商工費 5%

土木費
10%

消防費
3%

教育費
13%

災害復旧費 7%

公債費 7%
諸支出金 2% 予備費 0%

総　額
136億

7,000万円

《
総
務
費
》

問（
眞
原
）　
山
都
経
営
塾
の
７
年
間

の
成
果
を
ま
と
め
て
、町
民
に
周
知
し

て
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　

成
果
報
告

は
何
ら
か
の
形
で
行
い
た
い
。

問（
吉
川
）　
山
の
都
地
域
し
ご
と
支

援
事
業
、矢
部
高
校
魅
力
化
支
援
事
業

の
委
託
先
の
選
定
方
法
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　

し
ご
と
支

援
は
、ま
ち
づ
く
り
や
べ
に
委
託
。矢
部

高
魅
力
化
に
つ
い
て
も
、継
続
性
が
重

要
な
の
で
町
内
の
事
業
者
に
対
し
随
意

契
約
を
す
る
予
定
。

《
衛
生
費
》

問（
飯
開
）　
節
目
健
診
の
年
齢
引
き

上
げ
の
要
望
が
多
い
が
。

答（
健
康
ほ
け
ん
課
長
）　

年
齢
引
き

上
げ
に
伴
う
予
算
は
５
０
０
万
円
と

な
る
。今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

《
農
林
水
産
費
》

問（
眞
原
）　
鳥
獣
対
策
の
補
助
金
は
、

他
町
に
隣
接
す
る
田
畑
に
も
適
用
と
な

る
の
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）　

情
報
を
把
握

し
て
、今
後
の
対
応
を
検
討
し
た
い
。

問（
藤
川
）　
体
育
館
と
道
の
駅
の
建

設
の
木
質
化
の
内
容
は
。

答（
生
涯
学
習
課
長
）　

体
育
館
天
井

部
分
に
は
ヒ
ノ
キ
材
を
使
用
す
る
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　

道
の
駅
で

は
床
や
壁
の一部
で
木
材
を
使
用
す
る
。

問（
坂
本
）　
猪
や
鹿
の
捕
獲
補
助
金

手
続
き
の
方
法
と
し
て
、全
頭
ジ
ビ
エ

工
房
に
持
ち
込
み
確
認
、焼
却
が
で
き

な
い
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）　

ジ
ビ
エ
工
房

の
計
画
処
理
頭
数
は
１
日
当
た
り
５

頭
で
あ
る
た
め
、全
頭
搬
入
は
施
設
の

現
状
を
踏
ま
え
協
議
し
た
い
。

《
商
工
費
》

問（
眞
原
）　
通
潤
山
荘
の
開
館
時
間

が
不
規
則
に
な
っ
た
り
、風
呂
の
入
浴

回
数
券
の
販
売
が
無
く
な
っ
た
り
し
て

い
る
が
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　

営
業
時
間

に
関
し
て
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
あ
る
と

思
う
が
管
理
者
と
協
議
し
て
い
く
。

《
土
木
費
》

問（
矢
仁
田
）　
下
市
に
建
設
す
る
住

宅
の
家
賃
は
。

答（
建
設
課
長
）　

近
隣
の
民
間
家
賃

を
参
考
に
し
て
検
討
す
る
。

《
災
害
復
旧
費
》

問（
藤
川
）　
令
和
３
年
度
豪
雨
災
害

は
激
甚
指
定
と
聞
い
た
が
。

答（
農
林
振
興
課
長
）　

令
和
３
年
豪

雨
災
害
で
農
地
96
・
１
％
、施
設
で
99
・

２
％
の
補
助
率
で
あ
る
。
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一般会計予算

令和4年度一般会計予算の主なもの

観光費、観光施設管理費
６５,０６２千円

清和文楽新作制作事業（担い手育成、新作制作）
清和郷土料理館天井幕改修、清和高原天文台宿泊棟改修等

新型コロナウイルス対策事業費
１２８,７４７千円

社会福祉施設等感染防止対策支援、
営業時間短縮要請等協力金、旅行助成事業等

SDGs推進事業費
２７,９９０千円

学校給食用有機米購入費、町民参加型町づくり体制構築支援、
食のブランド化、生ごみ処理機、住宅用太陽熱利用システム、
木質（薪・ペレット）ストーブ、総合学習事業等

地方創生総合戦略費
２０,１７９千円

山都経営塾、山の都地域しごと支援事業、矢部高校魅力化支
援事業、移住定住フェア、山都みらい留学等

地域おこし協力隊事業費
４６,１８１千円

（菅、御岳西部、丸山、山都でしか、まちづくりやべ、下矢部東部い
ちょう、ジビエ工房、文楽、天文台、観光協会、しごとセンター等）

林業振興費
９０,３８５千円

有害獣被害防止対策事業（電気柵設置支援事業）、
有害鳥獣捕獲隊助成金等

森林環境譲与税事業
４９,００９千円

意向調査事業、森林整備事業、森林基盤整備事業等

道の駅整備事業
１３３,３３５千円

道の駅整備（施設工事・駐車場整備等）

環境保全型農業直接支払交付金事業

１６,６７９千円１５団体

中山間地域総合整備事業費

７７,７４０千円山田、梅木地区等地域活性化企業人制度事業費

５，８１０千円民間企業社員派遣による観光振興関連等

住宅建設費

１８４,７０８千円下市定住促進住宅PFI整備事業

浄化槽整備促進事業

２６,０９２千円浄化槽整備

新型コロナウイルスワクチン接種事業

５６,１２５千円医薬材料費等

中央グラウンド周辺整備事業

１４３,３５８千円周辺整備（町道改良等）

中山間地域等直接支払制度事業費

３０６,１８１千円集落１５８地区等

総合体育館建設事業

８７０,５００千円体育館建設工事等

多面的機能支払交付金事業

２１０，３０１千円２５組織

商工振興費

７,２５０千円店舗改修等支援事業

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　

道
の
駅
で

は
床
や
壁
の一部
で
木
材
を
使
用
す
る
。

問（
坂
本
）　
猪
や
鹿
の
捕
獲
補
助
金

手
続
き
の
方
法
と
し
て
、全
頭
ジ
ビ
エ

工
房
に
持
ち
込
み
確
認
、焼
却
が
で
き

な
い
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）　

ジ
ビ
エ
工
房

の
計
画
処
理
頭
数
は
１
日
当
た
り
５

頭
で
あ
る
た
め
、全
頭
搬
入
は
施
設
の

現
状
を
踏
ま
え
協
議
し
た
い
。

《
商
工
費
》

問（
眞
原
）　
通
潤
山
荘
の
開
館
時
間

が
不
規
則
に
な
っ
た
り
、風
呂
の
入
浴

回
数
券
の
販
売
が
無
く
な
っ
た
り
し
て

い
る
が
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　

営
業
時
間

に
関
し
て
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
あ
る
と

思
う
が
管
理
者
と
協
議
し
て
い
く
。

《
土
木
費
》

問（
矢
仁
田
）　
下
市
に
建
設
す
る
住

宅
の
家
賃
は
。

答（
建
設
課
長
）　

近
隣
の
民
間
家
賃

を
参
考
に
し
て
検
討
す
る
。

《
災
害
復
旧
費
》

問（
藤
川
）　
令
和
３
年
度
豪
雨
災
害

は
激
甚
指
定
と
聞
い
た
が
。

答（
農
林
振
興
課
長
）　

令
和
３
年
豪

雨
災
害
で
農
地
96
・
１
％
、施
設
で
99
・

２
％
の
補
助
率
で
あ
る
。
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特別会計当初予算

問（西田）　コロナの傷病手当金をもっと周知しては。
答（健康ほけん課長）　広報で周知してきた。

問（藤川）　給水車の納入と保管場所は。
答（環境水道課長）　納車は３月１６日。車庫は清和支
所駐車場。

問（藤川）　施設の清掃委託料とは。
答（山の都創造課長）　温泉タンクからの配管、浴槽
の清掃。レジオネラ菌の殺菌。２０万円を超えるので町
が負担する。

問（西田）　ハピネスポイント交換について、500円
分貯まったポイントを商品券(500円)に換える際に、
交通費を使って交換に行けば交通費の方が高くなる
心配がある。
答（福祉課長）　なるべく代表者の方に取りまとめて交
換に来ていただくよう説明している。

問（西田）　サロン活動に予算の増額を。
答（福祉課長）　各地区で介護予防教室などの他の
事業も行っており、幅広く参加を促している。

令和４年度　国民健康保険特別会計当初予算

令和４年度　水道事業会計当初予算

令和４年度　国民宿舎特別会計当初予算

令和４年度　後期高齢者医療特別会計当初予算

令和４年度　介護保険特別会計当初予算

令和４年度　簡易水道特別会計当初予算

令和４年度　病院事業会計当初予算

25億302万円

水道事業収益 3億7,544万円

529万円

2億8,934万円

30億5,736万円

872万円

病院事業収入 11億5,549万円

◦被保険者数4,464人　2,677世帯

◦給水戸数　4,950戸　
　1日平均給水量　2,934㎥

◦被保険者数3,852人　◦10月より一定以上の所得者は負担割合２割へ

◦簡易水道事業1地区、飲料水供給施設2地区、小規模水道施設6地区

◦入院患者(見込み)　17,155人　外来患者(見込み)　44,468人

認定者数1,569名（令和4年2月現在）

要支援1
104

要支援2
198

要介護1
284

要介護2
373

要介護3
228

要介護4
225

要介護5
157

4議会だより「山都」 第44号



令和3年度補正予算

問（藤川）　清和中で修学旅行がな
かったが、保護者主催の日帰り旅行には
補助なしか。
答（学校教育課長）　していない。

問（西田）　そよ風パークの遊具設置
事業費は。
答（山の都創造課長）　2,3００万円。

問（西田）　体育館周辺施設８,０００万
円の明細を。
答（生涯学習課長）　かまどベンチ、トイレ、
あずまや。

令和３年度　病院事業会計補正予算第3号

令和３年度　水道事業会計補正予算第4号

令和３年度　介護保険特別会計補正予算第3号

令和３年度　国民健康保険特別会計補正予算第２号

令和３年度　一般会計補正予算第8号

令和３年度　国民宿舎特別会計補正予算第３号

令和３年度　簡易水道特別会計補正予算第1号

医業外収益６億4,166万円

３億7,695万円

31億353万円

26億897万円

160億2,600万円

1億693万円

691万円

◦新型コロナウイルス感染症対策補助金１億7,150万円

◦固定資産減価償却費増額　◦令和2年度消費税の修正申告532万円追加納税

◦介護者のサービス利用増による増額

◦町民所得額の増加により国民健康保険税額が2,459万円増

◦南阿蘇鉄道経営対策事業補助金2,225千円減額

◦ユニバーサルデザイン建築物整備促進事業補助金
2,000千円減額

◦地籍調査費322,761千円増額　

◦子育て世帯臨時特別給付金を支援拡大し町単独で
300万円増額

◦子育て世帯生活支援特別給付金追加195万円

◦放課後児童クラブ支援員処遇改善447千円、保育士
等の処遇改善1,761千円

◦農業委員19名分のタブレット端末購入76万円

◦ふるさと寄附金1億円増、経費6,034万円増

◦新体育館および周辺整備22億3,000万円（令和5年
度までの継続費）

◦繰越明許費　30事業29億9,711万円

◦客室改修（令和２年度）の起債の繰り上げ償還（公営企業の特別会計での起債が認められなかったため）

１億7,150万円増

739万円増

8,401万円増

2,493万円増

９億4,600万円増

2,657万円増

3.5万円増
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一　般　質　問

問
町
長
が「
よ
か
ボ
ス
宣

言
」を
し
た
。町
長
は
じ

め
、教
育
長
、副
町
長
、総

務
課
長
の
認
識
を
伺
う
。

答（
教
育
長
）

　

基
本
的
に
職
員
の
意

欲
や
能
力
に
敬
意
を
払

い
、課
題
に
つ
い
て
同
じ

土
俵
で
真
摯
に
取
り
組

む
事
が
大
切
だ
と
考
え

る
。上
役
の
役
割
と
し
て
、

提
案
を
肯
定
的
に
聞
き
、

相
手
意
識
を
持
っ
て
判

断
、指
導
助
言
し
て
い
く

事
が
、職
員
の
意
識
の
向

上
や
能
力
の
発
揮
、町

の
発
展
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

答（
副
町
長
）

　

自
分
自
身
は
家
庭

を
顧
み
ず
仕
事
中
心
で

あ
っ
た
の
で
、こ
の
宣
言

は
意
識
を
変
え
る
も
の

で
あ
っ
た
。一
定
の
仕
事
の

成
果
を
出
し
な
が
ら
、楽

し
い
家
庭
生
活
を
両
立

す
る
の
は
難
し
い
も
の
が

あ
る
が
、働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

答（
総
務
課
長
）

　

課
長
職
の
役
割
は
、

組
織
目
標
に
向
か
っ
て

進
む
牽
引
役
、課
題
が

発
生
し
た
時
の
調
整
役
、

後
継
人
材
を
育
成
す
る

指
南
役
な
ど
、こ
れ
ら

を
通
じ
て
職
員
と
の
信

頼
を
築
き
上
げ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

答（
町
長
）

　

課
長
職
は
年
休
を
取

得
せ
ず
に
仕
事
を
し
て

い
る
の
が
現
状
だ
。自

分
の
た
め
、家
庭
の
た
め
、

町
民
の
た
め
と
思
っ
て
の

こ
と
だ
と
思
う
。こ
の
思

い
を
共
有
し
な
が
ら
も
、

家
庭
を
大
事
に
し
て
仕

事
が
で
き
る
職
場
環
境

を
築
い
て
い
き
た
い
。

問
蘇
陽
・
清
和
支
所
の

行
政
改
革
を
、ど
う
進

め
る
の
か
。

答（
総
務
課
長
）

　

住
民
の
利
用
が
高
い

窓
口
業
務
や
保
健
、健

康
、福
祉
等
の
相
談
に
つ

い
て
は
従
来
の
体
制
を

確
保
す
る
。一方
、産
業
や

生
活
基
本
分
野
は
本
庁

所
管
課
へ
集
約
す
る
。尚
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
業
務
も

可
能
な
整
備
を
考
え
て

い
る
。

問
山
都
町
の
10
年
後
の

老
人
福
祉
に
つ
い
て
の

見
通
し
は
。

答（
福
祉
課
長
）

　

本
町
の
令
和
17
年
度

の
人
口
動
態
予
想
で
は
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

60
％
、75
歳
以
上
の
高

齢
者
が
44
・
５
％
と
、人

口
の
半
数
を
占
め
る
よ

う
に
な
る
。一
人
一
人
が
健

康
で
要
介
護
者
に
な
っ

て
も
重
症
化
し
な
い
事

が
大
切
。関
係
機
関
と

協
力
し
な
が
ら
介
護
予

防
運
動
に
取
り
組
み
、

将
来
の
高
齢
化
社
会
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
た
い
。

問
学
校
規
模
適
正
化

に
係
る
経
緯
と
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
。

答（
教
育
長
）

　

今
後
の
町
全
体
の
学

校
教
育
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
学
校
規
模
適
正

化
委
員
会
で
協
議
し
、

次
の
点
に
つ
い
て
進
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。①
複
式

学
級
を
解
消
で
き
る
規

模
②
切
磋
琢
磨
の
集
団

の
規
模
③
学
校
施
設
の

老
朽
化
へ
の
対
応
④
自

ら
考
え
る
子
ど
も
を
育

て
る
環
境
⑤
地
域
の
魅

力
を
発
揮
で
き
る
環
境

を
目
指
す
内
容
で
あ
る
。

こ
の
提
言
を
受
け
、９

年
間
の
一
貫
し
た
教
育

を
行
う「
義
務
教
育
学

校
」を
設
置
す
る
方
針

と
し
た
。

答　�様々な機会に町民と一体となって勉強してもらい、知識の向上と人間
性の向上に努めて頂く。管理職が率先して実践し、その上で職員も家
庭を大切にしながら明るい職場づくりに反映できるように働きかける。

行政の中心にいる町長が、「よかボス宣言」をした。共に働く職員が、仕事と
家庭生活を両立できる職場環境を応援する「よかやまと」の取り組みについ
て、どう考えるか。

全質問の動画は
こちらです

後
ご と う

藤　壽
としひろ

廣 議員

2019年宣言
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動
し
て
助
成
事
業
を
行

な
っ
て
お
り
、今
回
の
保

険
適
用
に
か
か
る
熊
本

県
の
助
成
内
容
が
具
体

的
に
確
定
し
て
い
な
い

た
め
、今
後
情
報
を
収

集
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
。

答　�接種機会を逃した対象者には、令和４年度から３年間に接種を行う
こととし、個別通知にて積極的な勧奨と周知を行う。

問
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
積
極
的
勧
奨

を
中
止
し
て
い
た
間
に
、

接
種
機
会
を
逃
し
た
女

性
へ
の
救
済
策
と
し
て

の
町
の
対
応
は
。

答（
健
康
ほ
け
ん
課
長
）

　

接
種
機
会
を
逃
し

た
２
２
５
名
を
対
象
に
、

令
和
４
年
度
か
ら
３
年

間
に
接
種
を
行
う
。個

別
通
知
に
て
積
極
的
な

勧
奨
と
周
知
を
行
う
。

問
副
反
応
を
恐
れ
て
無

料
で
受
け
ら
れ
る
期
間

に
接
種
し
な
か
っ
た
人

が
そ
の
後
自
費
で
接
種

し
た
人
が
い
る
の
で
は

な
い
か
、そ
の
場
合
の
助

成
に
つ
い
て
は
。

答（
健
康
ほ
け
ん
課
長
）

　

積
極
的
な
勧
奨
は
控

え
た
が
、子
宮
頸
が
ん

定
期
予
防
接
種
自
体

は
継
続
し
て
実
施
し
て

き
た
。メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ

リ
ッ
ト
を
十
分
理
解
し

た
上
で
、接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、町
内
や

県
内
の
医
療
機
関
で
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
て
い
た
。自
主
接
種

し
た
対
象
者
は
確
認
で

き
て
い
な
い
が
、事
例
が

あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

問
メ
ガ
ソ
ー
ラ
事
業
等

の
大
規
模
行
為
の
届
出

の
時
期
と
、届
出
に
対

す
る
町
の
対
応
は
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　

届
出
は
工
事
着
手
の

30
日
前
ま
で
に
行
う
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、町
は

届
出
の
内
容
を
景
観
形

成
基
準
に
従
っ
て
審
査

す
る
。基
準
に
適
合
し

て
い
な
い
場
合
は
、必
要

な
指
導
ま
た
は
助
言
を

行
う
。

問
大
規
模
な
事
業
に
つ

い
て
、防
災
や
環
境
保

護
、景
観
維
持
な
ど
の

観
点
か
ら
、町
独
自
の

規
制
を
盛
り
込
ん
だ
条

例
の
整
備
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　

太
陽
光
発
電
設
備
の

規
制
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て
は
、1
7
7
の
自

治
体
が
制
定
し
て
い
る
。

条
例
化
に
向
け
て
勉
強

を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、多
様
な
手

法
を
検
討
す
る
に
は

十
分
か
つ
慎
重
に
判
断

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

学
識
者
の
意
見
等
も
参

考
に
し
な
が
ら
早
急
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
本
年
4
月
か
ら
不

妊
治
療
が
保
険
適
用
と

な
る
が
、町
の
不
妊
治

療
費
の
助
成
事
業
は
ど

う
対
処
さ
れ
る
の
か
。

答（
健
康
ほ
け
ん
課
長
）

　

不
妊
治
療
の
経
済
的

な
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、不
妊
治
療
の
一
部
助

成
を
し
て
い
る
。熊
本
県

の
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
や
少
子
化
対
策

総
合
交
付
金
事
業
と
連

一　般　質　問

本年4月から国は子宮頸がんワクチン接種の積極的勧奨を再開する。積極
的勧奨を中止していた間に接種機会を逃した救済策の対応はどう進めるか。

全質問の動画は
こちらです

藤
ふじかわ

川　多
た み

美 議員

年　度 平成9年～ 
11年生まれ

平成12年～ 
14年生まれ

平成15年～
17年生まれ

人　数 21人 91人 113人

※公平な接種機会を確保する観点から、あらためて接種の機会が提供さ
れています。

■ 子宮頸がんワクチンの接種機会を逃した人数調べ
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問
名
連
川
地
区
の
開
パ

事
業
で
開
か
れ
た
農
地

の
ソ
ー
ラ
ー
事
業
に
つ
い

て
、農
地
転
用
の
手
続

き
、及
び
国
費
や
町
費

か
ら
多
額
の
支
援
を
受

け
て
い
る
開
パ
事
業
か

ら
の
離
脱
に
つ
い
て
の

進
捗
状
況
は
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　

農
地
転
用
に
つ
い
て

は
、第
一
種
に
つ
い
て
は

原
則
不
許
可
だ
が
、再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法

に
よ
る
事
業
に
お
い
て

は
、一
定
の
荒
廃
農
地

と
な
っ
て
い
れ
ば
不
許

可
の
例
外
に
該
当
す
る
。

た
だ
ま
だ
申
請
は
受
け

付
け
て
お
ら
ず
、町
と
し

て
は
各
課
、県
、矢
部
開

パ
土
地
改
良
区
も
含
め
、

情
報
共
有
し
な
が
ら
申

請
に
備
え
て
対
応
の
準

備
を
し
て
い
る
。離
脱
に

つ
い
て
は
、矢
部
開
パ
土

地
改
良
区
事
務
局
に
お

い
て
、対
象
と
な
る
地

権
者
の
事
情
を
調
査
調

整
し
て
い
る
段
階
と
聞

い
て
い
る
。

問
一
方
で
事
業
者
の
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手

続
き
は
、環
境
配
慮
書
、

方
法
書
と
進
ん
で
い
る

よ
う
だ
。町
か
ら
ど
の
よ

う
な
意
見
を
出
し
て
い

る
の
か
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　

①
縦
覧
や
説
明
会
等

で
の
意
見
を
十
分
反
映

す
る
こ
と
、そ
こ
で
の

意
見
に
対
す
る
事
業
者

の
見
解
を
H
P
等
で
公

表
す
る
こ
と
。②
周
辺

で
生
活
を
営
む
者
へ
の

災
害
の
懸
念
、周
辺
農

地
へ
の
土
砂
の
流
入
等
、

十
分
に
調
査
す
る
こ
と
、

の
２
点
を
環
境
保
全
の

見
地
か
ら
意
見
を
述
べ

て
い
る
。

問
森
林
経
営
計
画
地

域
の
開
発
に
つ
い
て
は
、

譲
渡
な
ど
に
よ
り
計
画

の
変
更
を
伴
う
こ
と
も

あ
る
か
と
思
う
が
、そ
の

手
続
き
は
ど
う
な
る
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　

適
宜
変
更
の

申
請
が
必
要
。た

と
え
ば
森
林
組
合

が
複
数
の
地
権
者

の
伐
採
造
林
の
経

営
計
画
を
立
て
て

い
る
と
き
は
、1

人
が
譲
渡
さ
れ
れ

ば
新
し
い
人
を
入

れ
る
な
り
、減
っ

た
ま
ま
で
新
し
い

計
画
を
立
て
る
な

り
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

問
自
然
と
共
生

す
る
美
し
い
町
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に

も
、上
流
の
町
と
し
て

下
流
域
の
水
を
守
る
責

任
を
果
た
す
た
め
に
も
、

「
開
発
」に
当
た
っ
て
は

規
制
が
必
要
。林
地
開

発
許
可
制
度
と
は
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　

地
域
森
林
計
画
対
象

民
有
林
の
面
積
が
１
ha

以
上
で
開
発
行
為
を
行

う
と
き
は
、県
知
事
の
許

可
が
必
要
。林
地
開
発

行
為
の
許
可
の
判
断
基

準
は
、森
林
法
や
県
の

林
地
開
発
許
可
制
度
実

施
要
項
に
よ
り
、災
害
の

防
止
、水
害
の
防
止
、水

の
確
保
、環
境
の
保
全

が
守
ら
れ
る
か
ど
う
か
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一　般　質　問

答　��さまざまな関係課が関与しており、また国の法律との関係調整も
行っていきたい。

「SDGsのまちづくり」という観点からも、良質な水源が多く下流にも豊かな
水を提供している山都町として、森林等の開発に一定の歯止めや罰則規定
を含めた条例制定が必要ではないか。

蘇陽峡　百年後も、このままの風景がここにありますように。
町の新しい観光パンフレット『山の都はワンダーランド(R4年3月発行・山都
町)』に掲載の写真です。

全質問の動画は
こちらです

西
に し だ

田　由
ゆ み こ

未子 議員
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一　般　質　問

答　�令和３年度までに、企業誘致や移住定住の事業、御岳西部や菅地
域での集落ネットワーク圏形成事業を行っている。集落支援員制度
の活用も更なる検討を進める。

集落の維持・活性化に対し、国が用意する制度をどう活用しているか。

問
集
落
の
維
持
活
性
化

に
つ
い
て
、総
務
省
の
事

業
で
、過
疎
地
域
持
続
的

発
展
支
援
交
付
金
事
業

と
い
う
の
が
あ
る
が
、今

年
は
申
請
し
て
い
る
か
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　

当
該
交
付
金
事
業

の
計
画
は
現
在
の
と
こ

ろ
な
い
。こ
れ
ま
で
の
実

績
で
は
、令
和
３
年
度

に
、企
業
誘
致
事
業
、山

の
都
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
、

定
住
促
進
事
業
を
実
施
。

平
成
30
年
度
に
集
落

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
形
成

事
業
で
、歴
史
と
文
化

が
調
和
す
る
御
岳
西
部

活
性
化
事
業
を
、平
成

27
年
に
菅
地
域
で
、魅

力
あ
る
菅
集
落
再
編
事

業
を
実
施
し
た
。ま
た
、

平
成
30
年
度
に
、集
落

再
編
整
備
事
業
と
し
て

定
住
促
進
団
地
整
備
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。こ

の
交
付
金
事
業
は
、町

の
施
策
の
推
進
に
資
す

る
だ
け
で
な
く
、地
域

が
主
体
と
な
っ
て
取
り

組
め
る
事
業
で
も
あ
る

の
で
、自
治
振
興
区
代

表
者
会
議
に
お
い
て
も

活
用
事
例
を
紹
介
し
て

お
り
、今
後
も
制
度
の

活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
自
治
振
興
区
と
情

報
や
課
題
を
共
有
す
る

た
め
に
は
、行
政
が
積

極
的
に
情
報
を
取
り
に

い
き
、自
治
振
興
区
が

提
案
し
や
す
い
環
境
を

作
る
こ
と
が
必
要
だ
と

感
じ
る
が
、現
状
は
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　

情
報
共
有
を
図
る
た

め
に
、年
２
回
の
自
治

振
興
区
代
表
者
会
議
を

開
催
し
て
い
る
が
、コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
年
１
回

し
か
開
催
で
き
て
い
な

い
。各
地
域
で
も
、コ
ロ

ナ
禍
で
例
年
ど
お
り
の

イ
ベ
ン
ト
や
会
議
な
ど

の
活
動
が
行
え
ず
、地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
衰

退
さ
せ
る
課
題
が
生

じ
て
い
る
。情
報
・
課
題

の
共
有
と
い
う
面
で
は
、

地
域
の
課
題
に
つ
い
て

把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。今
後
は
そ
れ

ら
を
集
約
し
な
が
ら
必

要
な
対
策
等
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
人
数
も
増
え
、制
度

活
用
が
進
ん
で
い
る
。同

じ
枠
組
み
で
集
落
支

援
員
の
制
度
が
あ
る
が
、

山
都
町
で
集
落
支
援
員

が
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は

あ
る
か
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、現
在
８
名
。集
落

支
援
員
は
現
在
１
名

で
、役
場
を
拠
点
と
し

て
、移
住
・
定
住
、交
流

の
促
進
業
務
に
取
り
組

ん
で
い
る
。他
の
自
治
体

で
は
、集
落
支
援
員
を

専
任
に
限
定
せ
ず
、自

治
会
長
な
ど
と
の
兼
任

で
配
置
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、本
制
度
の

活
用
に
つ
い
て
更
に
検

討
を
進
め
た
い
。

問
集
落
の
維
持
、活
性

化
は
、町
の
活
性
化
そ

の
も
の
で
あ
る
。「
町
民

と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

く
り
」を
唱
え
て
い
る
町

長
の
考
え
は
。

答（
町
長
）

　

農
林
水
産
祭
で
白
糸

第
一
振
興
区
が
天
皇
賞

を
受
賞
し
た
。村
づ
く
り

の
最
先
端
を
行
く
自
治

振
興
区
が
山
都
町
の
中

に
あ
る
。各
自
治
振
興

区
は
、人
材
が
少
な
い
中
、

頑
張
っ
て
運
営
を
し
て

も
ら
っ
て
お
り
、役
場
の

職
員
も
、自
治
振
興
区
の

一
員
と
し
て
仕
事
を
す

る
よ
う
取
り
組
む
。

「ほたる館」地域活性化に取り組む御岳西部地区

全質問の動画は
こちらです

眞
ま は ら

原　 誠
まこと

 議員
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問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

モ
デ
ル
事
業
選
定
に
係

る
予
算
配
分
、今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　

事
業
を
実
施
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、地
方
創

生
支
援
事
業
補
助
金
を

活
用
し
た
。事
業
の
啓

発
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業

に
１
︐６
０
０
万
円
、事

業
の
達
成
に
向
け
た
取

り
組
み
に
７
０
０
万
円

を
計
上
し
た
。町
民
の

理
解
と
協
力
を
得
な
く

て
は
な
ら
な
い
。専
門
的

な
事
業
に
関
し
て
は
町

外
へ
委
託
す
る
も
の
も

あ
る
。

問
県
の
農
業
試
験
場
跡

は
、３
年
前
か
ら
有
機

農
業
協
議
会
の
ブ
ラ
ン

ド
米
部
会
が
委
託
を
受

け
運
営
し
て
い
る
が
、今

後
有
機
農
業
の
核
と
な

る
施
設
と
す
る
た
め
に

も
、払
い
下
げ
等
は
で
き

な
い
か
。

答（
町
長
）

　

決
ま
っ
た
目
標
が
無

い
中
で
米
を
作
っ
て
頂

い
た
。県
か
ら
の
具
体

的
な
話
は
な
い
が
、有

効
活
用
を
考
え
て
い
き

た
い
。

問
有
機
農
業
を
核
と
し

た
モ
デ
ル
事
業
の
達
成

に
は
専
門
部
署
が
必
要

で
は
な
い
か
。有
機
農

業
推
進
係
を
配
置
し
て

は
ど
う
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　

農
政
係
に
お
い
て
担

当
者
を
配
し
て
い
る
。事

業
推
進
計
画
の
中
で
必

要
と
さ
れ
る
政
策
に
つ

い
て
は
、熟
練
の
技
術

を
有
し
て
い
る
方
、専

門
知
識
を
有
す
る
人
材

の
活
用
を
今
後
も
検
討

し
て
い
く
。

答（
総
務
課
長
）

　

有
機
農
業
を
推
進
す

る
上
で
、農
業
施
設
の

設
置
も
踏
ま
え
て
専
門

部
署
の
配
置
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
有
機
農
業
を
推
進

す
る
た
め
に
も
、町
営

堆
肥
場
の
設
置
が
大
切

だ
と
思
う
が
。

答（
町
長
）

　

堆
肥
の
重
要
性
は
認

識
し
て
い
る
。島
木
で
も

竹
粉
生
産
事
業
を
し
て

い
る
が
、ほ
と
ん
ど
が
町

外
の
平
坦
地
で
の
園
芸

農
業
が
利
用
し
て
い
る

の
が
事
実
。有
機
農
業

者
は
こ
だ
わ
っ
た
堆
肥

を
使
っ
て
い
る
。面
積
拡

大
の
た
め
に
も
多
く
の

関
係
者
と
協
力
し
な
が

ら
取
り
組
み
た
い
。

問
新
道
の
駅
に
開
設

予
定
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
特
化
し

た
も
の
に
し
て
は
ど
う
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
野
菜

に
こ
だ
わ
る
こ
と
で
、

山
都
町
の
有
機
野
菜

を
多
く
の
方
に
発
信
し
、

本
町
訪
問
の
き
っ
か
け

と
し
、野
菜
の
他
に
加

工
品
の
売
り
上
げ
に
も

好
影
響
を
与
え
る
と
考

え
る
。新
道
の
駅
に
つ
い

て
は
指
定
管
理
者
に
よ

る
運
営
を
予
定
し
て
い

る
。提
案
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て

も
、中
身
に
つ
い
て
は
、

業
者
が
決
ま
っ
て
か
ら

協
議
を
進
め
て
い
く
。生

産
者
の
確
保
や
年
間
通

し
て
の
安
定
供
給
な
ど

課
題
を
整
理
し
て
い
き

た
い
。

一　般　質　問

坂
さか

本
もと

　幸
こうせい

誠 議員

答　�熊本県が、試験場機能を廃止したことから、現在は有機農業協議
会で有機米の試験栽培をして頂いている。今後について県からの
具体的な話はないが、有効な活用策を考えていきたい。

農業試験場跡地の利用について、有機農業活動拠点として活用できないか。

県農業試験場跡地（上寺・国道445号沿い）

全質問の動画は
こちらです
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一　般　質　問

答　�町民と言えども、橋上への立ち入りは放水の日の決まった時間帯で
ある。町民へ対しての配慮などは今後の課題としたい。

通潤橋の橋上部公開が始まる。公開については、新たな条件を設けた条例
が制定された。町民が朝夕の散歩などに渡ることはできなくなるのか。

問
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

が
、い
つ
ま
で
も
収
ま
ら

な
い
状
況
で
、５
歳
か

ら
11
歳
を
対
象
と
し
た

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま

る
が
、保
護
者
へ
の
判

断
材
料
が
少
な
い
よ
う

な
気
が
し
て
い
る
。町
は
、

ど
の
よ
う
な
情
報
を
提

供
し
て
い
る
の
か
。

答（
健
康
ほ
け
ん
課
長
）

　

２
月
17
日
付
で
意
向

調
査
を
個
別
に
送
付
し

た
。内
容
は
、接
種
の
方

法
、大
人
向
け
と
子
ど

も
向
け
の
説
明
書
、考

慮
す
べ
き
基
礎
疾
患
に

つ
い
て
等
で
あ
る
。

※
ワ
ク
チ
ン
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
は
72
︲
０
０
７
７

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

に
選
定
さ
れ
る
ま
で
３

年
半
を
費
や
し
た
。そ

れ
ま
で
の
有
機
農
業
へ

の
取
り
組
み
の
歴
史
が

繋
が
っ
た
感
が
あ
る
。モ

デ
ル
事
業
に
あ
た
る
期

間
、集
中
し
て
仕
事
を

す
る
推
進
室
な
ど
は
設

置
し
な
い
の
か
。

答（
総
務
課
長
）

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
室
と

し
、山
の
都
創
造
課
に

係
と
し
て
位
置
付
け
る
。

事
業
の
進
捗
状
況
を
把

握
し
、方
向
性
を
示
す

司
令
塔
の
役
割
だ
。

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
地
球
を

未
来
へ
持
続
的
に
残
す

た
め
の
指
針
だ
と
思
う
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
達

へ
の
意
識
づ
け
に
期
待

す
る
。小
中
学
生
に
対

し
、有
機
の
味
噌
づ
く

り
講
座
、生
ご
み
の
堆

肥
化
な
ど
既
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、継
続
的
な

活
動
を
期
待
し
た
い
。

答（
学
校
教
育
課
長
）

　

今
後
も
、総
合
学
習

の
中
の「
山
都
学
」と
連

携
し
な
が
ら
、学
年
に
応

じ
た
継
続
的
で
段
階
的

な
活
動
を
構
築
し
た
い
。

問
令
和
４
年
４
月
か

ら
、通
潤
橋
の
上
を
渡

る
こ
と
が
再
開
さ
れ
る

が
、様
々
な
条
件
が
付
い

た
。料
金
を
徴
収
す
る

事
、警
備
員
を
配
置
し
、

ゲ
ー
ト
を
設
け
る
こ
と

な
ど
で
あ
る
が
、具
体

的
な
観
覧
方
法
な
ど
は
。

答（
生
涯
学
習
課
長
）

　

料
金
は
物
産
館
で
徴

収
し
、シ
ー
ル
を
発
行
す

る
。肩
口
の
見
え
る
所
に

貼
っ
て
頂
き
、三
ヵ
所
の

ゲ
ー
ト
か
ら
入
る
こ
と

に
な
る
。

問
橋
の
維
持
管
理
な
ど

に
協
力
金
を
頂
く
の
は

わ
か
る
が
、こ
れ
か
ら
は

町
民
で
あ
っ
て
も
自
由

に
立
ち
入
れ
な
く
な
る

の
か
。

答（
生
涯
学
習
課
長
）

　

決
め
ら
れ
た
時
間
帯

し
か
入
る
こ
と
は
で
き

な
い
。町
民
へ
の
配
慮
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

問
通
潤
橋
の
橋
上
開

放
や
放
水
が
始
ま
る
こ

と
で
、観
光
客
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
。し
か

し
、放
水
の
時
間
と
清

和
文
楽
の
開
演
の
時
間

が
被
っ
て
い
て
残
念
だ
。

山
都
町
を
楽
し
ん
で
頂

き
、滞
在
時
間
を
延
ば

し
て
頂
け
る
よ
う
時
間

の
変
更
な
ど
考
慮
し
て

欲
し
い
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　

放
水
カ
レ
ン
ダ
ー
作

成
の
会
議
で
も
協
議
し

た
が
、調
整
で
き
な
か
っ

た
。今
後
も
時
間
調
整

に
努
力
し
た
い
。

通潤橋前に設けられたゲート

全質問の動画は
こちらです

吉
よしかわ

川　美
み か

加 議員
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条例の制定と改正

国指定重要文化財「通潤橋」の橋上部における条例の制定

山都町消防団の定員、任命、給与、分限及び懲戒、服務等に関する条例の一部改正

条例の制定と改正

　通潤橋は、平成２８年熊本地震、平成３０年の５月の豪雨と相次ぐ災害により、石垣の一部が崩落するという未
曽有の被害を受けたことから、橋上の通行再開について検討がなされてきました。検討の結果、令和４年４月から
新たな方法による橋上の観覧が再開されました。
　橋上を安全に見学して頂くために一定のルールを設ける条例が制定されました。これまで無料開放していた通
潤橋の再開条件について、議員からは、禁止事項の確認ができるのか、観覧料の
使い道について、町民に対しては優遇措置ができないのか、などの意見が出まし
た。これについて、観覧者の安全を第一に考え、年間放水日と合わせて警備員を付
けて観覧していただくこととし、町外の高校生以上500円に対して町民を優遇して
100円とするなど、当分の間この条例を運用しながら、様々な意見を集めて議論を
していきたいという方針が示されました。

※橋上開放の具体的な金額や時間帯、通行上の注意事項については、広報やまと４月号
に掲載されていますので、そちらをご覧ください。

　消防団については、団員数の減
少及び働き方が多様化する中で、
災害発生時の対応力の強化などを
鑑み、活動に対する年額報酬及び
出動報酬の基準を見直し条例の改
正を行いました。改訂は表のとおり
です。

報 酬 額（円）

団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員

現　　行 100,000 80,000 60,000 38,000 32,000 23,000 21,000

改 正 後 120,000 96,000 72,000 48,000 42,000 40,000 37,000

総　　額 消防団員（524人）　現行　12,640,000円　改正後　20,823,000円（8,183,000円増）

支給単位
種　別（円）

火　災 風水害 警　戒 訓　練 講習会・消防大会

現　　行 定　額 2,000 2,000 2,000 2,000 1,500

改 正 後 定　額 7,000 7,000 3,000 3,000 3,000

●年額報酬

●出動報酬　これまでの出動手当を見直し、出動報酬として支給する。

●費用弁償
　山都町報酬及び費用弁償条例に基づく諸費1,100円を、出動報酬とは別に一律支給する。

●支給方法
　消防団員の個人口座へ直接支給とする。

12議会だより「山都」 第44号



組織再編

行政機構改革により組織の再編が実施されました

大変申し訳ご
ざいませんが、
63円切手を

貼ってお出し
ください。

POST　CARD

８ ６ 1 ３ 5 ９ ２

山都町議会事務局内
広報委員会　行

山都町浜町6

✂キリトリ

　4月1日、行政機構改革により
組織の再編が実施されました。
地籍調査課を廃止し農林振興
課の所管に再編し、山の都創造
課の商工観光部門を分割し新
たに商工観光課として設置され
ました。
　有機農業を核として取組むこ
とから、農林振興課に有機農業
推進室を、また山の都創造課に
おいてSDGｓ推進室を新たな係
として設置されました。また、九
州中央道矢部インターチェンジ
開通等に伴う整備事業や通潤
橋周辺の整備事業を担当する
施設整備係が商工観光課に新
たに設けられました。

　清和・蘇陽両支所の業務について、これまでの４
係から２係へと支所業務を縮小再編されました。

農政係

林政係

農村整備係

地籍調査係

有機農業推進室

農業委員会

山の都づくり推進室

SDGS推進室

商工観光係

施設整備係

地域振興係

税務住民係
地域振興係

住民福祉係

健康福祉係

農林建設水道係

農林振興課

清和支所・蘇陽支所

農林振興課

山の都創造課

商工観光課

山の都創造課

地籍調査課

【改正前】

【改正前】

【改正後】

【改正後】
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議会だより山都は環境保護印刷の
「水なし印刷」で印刷しています。

山
都
町
議
会
広
報

■
発
行
・
山
都
町
議
会

■
編
集
・
議
会
広
報
委
員
会

山
都
町
議
会
事
務
局

〒
8
6
1
‐
3
5
9
2 

熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
浜
町
6

1（
0
9
6
7
）7
2
‐
1
2
8
9

※感染拡大防止のため、傍聴席数が変更になる可能性もあります。予めご了承ください。

次の定例会は、

6月の予定です。
※詳しい日程等については、議会事務局までお問い合わせください。（☎72-1289）

編

後
集

記

　

議
員
に
な
り
６
ヶ
月
が
経
ち
ま
す
。「
議
員
が
で
き
る
こ
と
」

「
町
民
の
皆
さ
ん
が
で
き
る
こ
と
」「
行
政
が
で
き
る
こ
と
」

色
々
と
勉
強
に
な
り
ま
す
。ま
た
、今
の
政
策
は
山
都
町
の
未
来

に
と
っ
て
有
利
だ
と
考
え
ま
す
し
、心
を
一
つ
に
し
て
山
都
町
を

心
豊
か
な
町
に
出
来
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、今
回
、町
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
伺
い
た
く
、要
望
ハ
ガ
キ
を

企
画
し
ま
し
た
。ど
う
ぞ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

（
坂
本
幸
誠
）

本誌で掲載していない3月定例会の議案と議決結果は、

山都町HPに掲載してあります。

 

発
行
責
任
者

議　
　

長　

藤
澤　

和
生
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【請願第１号】

【請願第2号】

【教育委員の選任】

小
お

田
だ

原
わら

孝
たか

也
や

さん（黒川）
教育委員の任命を全会一致で同意しました。
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「シルバー人材センターに対する支援を求める意見書」について
山都町千滝３２３番地
一社　山都町シルバー人材センター　代表理事　西田孝祐
東　浩昭
採　択
令和５年から導入されるインボイス制度により、シルバー人材センター事務局への負担及
び、働き手への悪影響が予測されるため、意見書を提出することは大事な事と判断した。

管理型最終処分場及び中間処理場事業計画について
山都町東竹原97　元東竹原自治振興区会長　栗屋克範　他
藤川　多美　　興梠　誠
継続審査
東竹原地区に最終処分場建設計画が持ち上がり、事業者に対し建設計画の説明資料の請
求、建設が当該地区に与える影響について検討することを旨とした請願である。まだ地元住
民説明会も開催されていない中での請願であるが、ゴミ問題は町全体の課題と捉え、今後
継続的に審査及び調査を行う事とした。

キリトリ✂

● あなたの年代は　（○を付けてください。）

●「議会だより」に対するご意見、ご感想

● 町や議会に対するご意見

ありがとうございました。

10代・20代・30代・40代・50代・60代以上

請願審査結果・人事選任同意・アンケートはがき


